
●画期的な『ＡＡＶＡ方式ボリューム・コントロール』搭載●パワーＭＯＳ ＦＥＴ、
３パラレル・プッシュプルの純Ａ級動作●パワーアンプ部は、カレント・フィード
バック増幅回路と『ＭＣＳ＋』回路を採用●ロジック・リレーコントロールによる
最短の信号経路●大型高効率トロイダル・トランスと大容量フィルター・コンデ
ンサーによる強力電源部●プリ部とパワー部を分離できる『EXT PRE』ボタン 
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AAVA（Accuphase Analog Vari-gain Amplifier）方式ボリューム・コントロール 

アキュフェーズ初の『純A級インテグレーテッド・アンプ』
として大きな話題を呼び、その優れた性能・音質に
高い評価を頂いたE-530をフル・モデルチェンジ、最
高峰インテグレーテッド・アンプE-550が誕生しました。
E-550は最新技術と最高グレードの素材を投入し、
インテグレーテッド・アンプとして初めて、画期的な
『AAVA方式ボリューム・コントロール』を搭載してい
ます。AAVAは、増幅部と音量調整器を一体化し可
変抵抗体を使用しない、高音質・高性能ボリューム・

コントロール方式ですが、大きな容積が必要となりま
す。E-550は、限られたスペースに納まるように高度
な設計・実装テクノロジーを結集、回路・部品の集
積密度を上げて諸問題を解決し、従来のAAVAと同
一基本性能の実現に成功しました。 
パワーアンプ部は、アキュフェーズ独自の技術となる
カレント・フィードバック増幅回路とさらに進化した
『MCS+』回路を搭載して、電気的性能のさらなる向
上を図りました。出力素子には魅力ある音色を持つパ

ワーMOS FETを採用し、3パラレル・プッシュプル純Ａ
級動作で駆動、徹底したアンプ出力の「低インピーダ
ンス化」とスピーカーの「定電圧駆動」を追求しました。
電源トランスは大電力容量（430VA）の高効率トロイ
ダル・トランス、平滑コンデンサーには10,000μF×8の
高音質タイプを採用し、強力電源部を構成しています。
これにより出力電力は、チャンネル当たり120W/2Ω、
60W/4Ω、30W/8Ωと、負荷インピーダンスの変化に
対してリニアな出力値を得ることができます。 

16個の電流スイッチ 
（65,536通りの組み合わせ） 

ノブ位置と音量が同じになるように、 
CPUが電流スイッチをON/OFF

16種類（1/2～1/216）の重み 
付けされた電流に変換 

電流を加算 
入力音楽信号 

電流を再び 
電圧に変換 

ボリューム・ノブを回して 
ボリューム位置を検出 
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■マザーボード上に整然と配置された、
3枚のAAVAユニット群とCPUを搭載
してAAVAをコントロールするAssy。 

最高峰『純A級インテグレーテッド・アンプ』　　パワーMOS FETの3パラレル・プッ

シュプル構成、『AAVA方式ボリューム・コントロール』搭載。大型高効率トロイダル・

トランスと大容量フィルター・コンデンサーの強力電源部により、120W/ch（2Ω）、

60W/ch（4Ω）、30W/ch（8Ω）のリニア・パワーを実現。パワーアンプ部には、高域の

位相特性に優れたカレント・フィードバック増幅回路と進化した『MCS＋』回路を採用。 

AAVAの動作原理 
音楽信号をV-I（電圧-電流）変換器で、《1/2、1/22、・・・、1/215、1/216》と16種
類の重み付けされた電流に変換します。16種類の電流は、それぞれ16個の電
流スイッチによってON/OFF、その組み合わせで音量が決まります。切換制御
は、CPU(マイクロ・コンピューター)によって、ノブ位置と音量が同じになるよう
にコントロールされます。これらの電流の合成が、音楽信号の大きさを変える
Variable Gain Circuit(音量調整回路)となります。さらに各電流をI-V（電流-
電圧）変換器によって合成し、電圧に戻します。 

■ボリューム・コントロールの分解能 
AAVAは、重み付けされた16種類の『V-I変換アンプ』を電流スイッチで切り替え
て音量を可変します。『V-I変換アンプ』は、『2の16乗＝65,536』段階の組み
合わせが可能です。 

■AAVAは高SN比で周波数特性が変わらない 
可変抵抗体での音量調整は、通常使用するボリューム位置でインピーダンスが増
加しノイズが増えてしまいます。AAVAは、インピーダンス変化などの影響を受けない
ため、SN比を悪化させることがなく、また周波数特性も変わりません。このため、実
用音量レベルでのノイズの増加がなく、高SN比を維持することができるほか、音質
変化もありません。 

■操作感覚は従来ボリュームと同じ 
実際の操作は、CPUでボリューム・ノブ位置を検出します。内部の動作は、ノブ位
置に相当する音量になるように、電流スイッチを切り替えてAAVAのゲインを選択
します。このため、≪ノブを回して音量を変える・・・ボリューム操作感覚≫は今まで
と全く同じになり、従来通りのリモート・コマンダーによるコントロールも可能です。 

■回路構成がシンプル 
AAVAは、増幅器とボリューム調整とが一体化した電子回路で、電気的には大変
シンプルな構成になっています。このため、性能や音質の経年変化による劣化が
少なく、長期に渡って高信頼性を保持します。 

■AAVAはアナログ処理 
AAVAは、音楽信号を『電圧→電流』に変換、電流をスイッチで切り替えてゲイン
をコントロール、再び『電流→電圧』に変換する純粋なアナログ処理です。 

■左右の連動誤差やクロストークから解放 
AAVAは電子回路で構成し、さらに固定抵抗器を使用するため、微小レベルでも
左右の音量差がほとんどありません。また、各チャンネルを独立させることができる
ので、チャンネル間のクロストークもほとんどなくなります。 

■アッテネーターや左右のバランス・コントロールもAAVA 
左右の音量バランスやアッテネーターもAAVAで行い、余分な回路を通らないシン

プルな構成で高音質を実現しています。 

AAVAは、可変抵抗体を使用しない全く新しい概念の高
性能・高音質ボリューム・コントロール方式です。音楽信号
が可変抵抗体を通らないので、インピーダンスの影響を受
けません。このため、高SN比、低ひずみ率のまま、音質変
化もなく音量を変えることができます。 


